
組み立て除法の用途 
 

■ 数学Ⅱで整式の割り算や因数定理を学習する折，「組み立て

除法」を指導するかどうかは，見解が分かれる． 

 私の趣味では，「しっかり指導する」というスタンスである． 

 その理由は，組み立て除法は計算が速いことと，意外に用途

が広いからである． 

 

■ 一番オーソドックスな用途は，因数定理を利用した因数分

解および高次方程式を解く場合である． 

【例 1】 3824 23    を因数分解せよ． 

 この問題を解くにあたって，左辺に代入して 0 となる値を探

す． 3 の約数 3,3,1,1  で全滅した後，分数の代入となる．

この代入計算は分数の計算で，多くの生徒が苦手である． 

しかし，ここで組み立て除法を用いると，
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 このように，分数の代入で威力を発揮し，余りが 0 となった

段階で割り算まで済んでいるというのがうれしい限りだ． 

 

■ もう１つ用途を挙げれば，「2次式の平方完成」である． 

係数が分数や文字式だったりしたとき，平方完成の計算は煩雑

であり，計算間違いしやすい． 

参考書の中には，
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 しかし，次のような複雑な係数の場合，計算はいずれの方法

でも煩雑である． 

【例 2】 
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 軸の方程式が 
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立て除法をやるとよい． 
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 なぜこれで良いかは， 
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